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１．概要（Summary） 

近年，輸送機器は燃費向上のための軽量化を求めら

れている．そこで，金属の一部を比強度，比剛性に優れ

た炭素繊維強化熱可塑プラスチック (Carbon Fiber 

Reinforced Thermo Plastics : CFRTP)に置き換えるこ

とが進められている．材料の置換によって，１つの機器を

複数の材料で構成するマルチマテリアル化が進められる

中で，異種材料間接合の方法とその接合状態の評価方

法は実用化のための重要課題である． 

そこで，著者らは表面にナノ構造を施したアルミニウム

合金と CFRTP をホットプレスによって直接接着し，その

接着強度について評価を行っている．本研究においては，

その接着状態を確認するために接着界面の観察を試み

た． 

  

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

集束イオン/電子ビーム加工観察装置 （極表面微量元素

分析機能つき） 

 

【実験方法】 

アルミニウム合金表面に陽極酸化処理とエッチング処

理を行うことによって，表面にナノ構造を作製した．ナノ構

造を作成したアルミニウム合金表面にシランカップリング

処理を行ったのち，ホットプレスを用いて CFRTP と直接

接着した．直接接着した試験片に対し，集束イオン/電子

ビーム加工観察装置を用いてビーム加工により断面出し

をし，接着界面の観察を試みた． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

観察した試験片断面の SEM 観察画像を Fig. 1 に示す．

確認した試験片においてはアルミニウム合金と CFRTP の

剥離が観察され，接着界面を適切に観察することはでき

なかった．推奨される観察用試験片作製の際の研磨作業

において，水の使用があったことや研磨機に固定する際

に加熱があったことが原因であると考えられる． 

 

Fig. 1 SEM image of cross section of joined 

Al/CFRTP specimen 
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